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ABSTRACT.  This paper describes two extension components for the QueryLens [10, 19] system, one of 
which supports mobile users to adapt information to discretely changing information needs through a novel 
combination of a tangible user interface and a dynamic user profile architecture. Users can physically attach a 
tangible filter object (e.g., a digitally-enhanced handheld faceplate or leather case) to a personal digital assistant 
(PDA) for personalizing information contents and user interface elements to suit their short-tem and long-term 
needs, interests, and preferences. The other extension component brings basic QueryLens services to the users of 
popular mobile wireless devices including i-mode, J-SKY, and EZweb phones in Japan. 

１．背景 
ユビキタスコンピューティング環境[18]では、身の回り
の物理的な存在／空間に様々な計算能力が埋め込まれる
[12, 13, 14, 15]。あらゆる実体に計算能力が直接埋め込ま
れた究極のユビキタスコンピューティングを実現すこと
が（技術的、社会的、もしくは経済的理由のために）難
しい場合でも、パーソナルな装置と環境に織り込まれた
公共の装置を介して様々な新世代のディジタルサービス
を実現することができるだろう。例えば、本、音楽 CD、
DVD、衣類、食料品などのひとつひとつに高度な計算能
力を埋め込むことが困難であったとしても、PDA
（Personal Digital Assistant）、ウェアラブルコンピュータ、
パーソナルコンピュータ、キオスク端末を含む様々な装
置にこれらの物理オブジェクトを認識させることができ
れば、様々な実用的なディジタルサービスを提供できる。 

物理オブジェクトを安価に機械可読にするための手段
としては、バーコードや RFID（Radio Frequency 
Identification）タグがよく用いられる[1]。従来これらの
技術は在庫・物流の管理、小売店等の POS（Point of Sale）
システム、バス、電車等の乗車券、プリペイドテレホン
カードを含む多くの分野で利用されてきた。RFID タグ
は、マイクロチップと無線通信のアンテナを組み合わせ
たもので、ID 情報およびその他のデータを無線通信によ
って送受信できるものが一般的である。RFID は古くか
ら存在する技術であるが、タグが１ドルを切る低価格に
なったのは最近のことであり、近い将来タグ 1 個の値段
がバーコードを印刷する値段に近づく可能性がある。 
物理オブジェクトに情報を対応付けるために PostIt®

などの付箋紙が広く利用されているが、バーコードや
RFID タグを用いて、電子的に付箋紙機能を実現するこ

とは困難ではない。ここで注目すべき点は、電子的に実
現されたシステム[2, 5, 6, 7, 8,17]が、物理的な付箋紙に
はない様々な可能性と問題点を持つことである。紙とい
う媒体に記された情報は静的でありまた物理的に制約さ
れるが、これに対して電子的な情報は、ビデオやアニメ
ーションを含む動的なメディアを表現することができる
ばかりでなく、容易に複製、転送、処理を行い、また自
動的にイベントを駆動することができ、更にほとんど無
限の情報を１つの物理オブジェクトに対応付けることが
できるという特徴を持つ。これらの特徴は、紙の付箋紙
とは全く異なるレベルで、多数の利用者が情報を入手、
作成、変更、共有することのできる、動的で社会的な情
報環境の可能性を示唆している。ただし、このような情
報環境を利用者にとって有用なものとするためには、
様々な課題を解決しなければならない。最も重要な課題
の１つは、必要な場所で必要なときに必要な情報を適切
な形式で利用者に提供できるようにすること[4]である。 
 関連する例として、携帯端末と GPS（Global Positioning 
System）を用いた位置情報サービスがある。位置情報サ
ービスを用いれば、利用者は自分の現在位置に関連付け
られた電子付箋紙をその場で閲覧できる。しかしながら、
Espinoza ら[3]の議論するように、一般の利用者が自由に
電子付箋紙を貼付できるようにした場合、単位地理空間
内に存在する電子付箋紙の数は、個人が短時間にアクセ
スできる情報量をはるかに超えたものになってしまうで
あろう。既存のシステムでは、一部の情報提供者のみし
か電子付箋紙を作成・貼付できないように制約すること
でこの問題を避けている場合がほとんどである。 
 大量に蓄積される情報から、短時間でアクセスできる
小量の有用な情報のみを取り出すためには、各個人の興
味や情報ニーズの理解に基いた情報提供の仕組みが必要



である。ここで注意すべき点は、携帯端末の利用者は異
なる物理環境を移り歩き、異なる環境では異なる興味や
ニーズが急に生じるかもしれないことである。興味やニ
ーズの急な変化を支援できないことが、静的な利用者プ
ロファイルを用いた従来のパーソナライゼーション技術
のひとつの限界である。 

２．目的 
本研究開発の目標は、携帯端末を用いた動的で社会的な
情報環境の実現によって利用者に価値をもたらすことで
あり、このために、携帯端末の利用者に対して必要な場
所で必要なときに必要な情報を適切な形式で提供するこ
とを目指して、情報フィルタリング機構とその利用者イ
ンタフェースを開発する。 
 システムは、平成 12 年度未踏ソフトウェア創造事業
（12 情技応第 1735 号）の支援によって実現された質問
レンズ（QueryLens）[10, 19]と互換性のあるモジュール
群として実現される。質問レンズは、物理オブジェクト
に関する質問と回答をバーコードや RFID タグを用いて
携帯端末上で手軽に共有することができるシステムであ
る。例えば、コンビニエンスストアの店内で手にとった
商品を質問レンズに認識させると、商品に関連する質問
と回答を利用することができる。 
最も重要なモジュールの１つは、質問レンズフィルタ

と呼ばれ、携帯端末に簡単に着脱できるフェースプレー
トやレザーケースを用いて、動的な情報のフィルタリン
グを行う。もう１つの重要なモジュールは、携帯電話か
ら質問レンズの基本機能群を利用できるようにするため
のものであり、システムの実用化に向けた大きなステッ
プとなることを期待している。 

３．関連技術 
情報フィルタリングは、膨大な情報の中から各利用者の
興味に適合した情報を選別し提供するための方法であり、
一般に、利用者に対して能動的に情報を提供できるため、
「プッシュ型」のシステムと呼ばれる。「プッシュ型」
のシステムでは利用者が必要な情報をキーワード等を用
いて毎回指定する必要はない。情報フィルタリングシス
テムでは、利用者プロファイルと呼ばれるデータ構造に
利用者の興味を予め記述しておくことが一般的である。
システムは、与えられた情報と利用者プロファイルの適
合性を評価し、利用者プロファイルに適合するとみなさ
れた情報のみを利用者に提供する。 
情報フィルタリングシステムにおける最も重要な課題

の１つは、与えられた情報が利用者の興味に適合するか
どうか正しく判定することであり、このためには利用者
プロファイルが利用者の興味を正確に反映していなけれ
ばならない。この課題を解決するための手法として、関
連フィードバックがある。関連フィードバックでは、受
取った情報が自分の興味に合致しているかどうかを利用
者が判断し、その結果をシステムにフィードバックとし
て与えることで、次第に利用者プロファイルの質を高め
ることができる。例えば、流通する情報の性質や利用者
の興味が時間とともに徐々に変化する場合、利用者プロ
ファイルの質を維持するためには関連フィードバックの
手法が有用であろう。また、複数のフィルタ部を組み合
わせて、流通する情報の性質や利用者の興味が時間とと
もに変化した場合に、フィルタの性能を維持するために
利用するシステムもある[21]。 
利用者が必要な情報を毎回指定する必要がある「プル

型」の情報検索システムでも、情報フィルタリングシス

テムと同様に利用者プロファイルを有効活用することが
できる。例えば、車両に搭載された端末等を用いた情報
検索において、利用者が少ないキーワードしか入力しな
くても必要な情報が得られるようにするために利用者プ
ロファイルを用いているシステムがある[20]。前記プロ
ファイルは、システムが自動的に利用者に情報を提供す
るためにではなく、利用者の行う情報検索操作を補助す
る目的で利用されている。本論文中では、上記のように
利用者プロファイルを補助的に用いて行う情報検索をプ
ロファイル援用情報検索と呼ぶ。 
一方、ノートブックコンピュータ、ハンドヘルドコン

ピュータ、PDA、高機能携帯電話機を含む携帯端末が広
く社会に浸透しつつある。携帯端末では表示画面や入力
手段が限られているため、情報フィルタリングやプロフ
ァイル援用情報検索を効果的に支援できることが期待さ
れる。携帯端末の利用者は移動しながら様々な場所でシ
ステムを利用する可能性があるため、利用者の興味が周
囲環境の変化に応じて非連続的に変化するであろうこと
を予期すべきである。 
利用者プロファイル用いた従来の情報提供技術では、

流通する情報の性質や利用者の興味が非連続的に変化し
た場合、利用者プロファイルを適切かつ即座に更新する
ことが困難であるため、システムが利用者に適切な情報
を提供できなくなるという問題がある。 
また、従来のシステムでは、利用者が適切な利用者プ

ロファイルを選択しフィルタを合成するための容易で直
感的な操作方法が提供されていないという問題がある。
利用者プロファイルの選択操作およびフィルタの合成操
作を行うためにシステムの内部モデルに関する知識が必
要な場合もあり、特に初心者や一般の利用者にとっては
この操作を行うことが困難なものとなっている。 
質問レンズフィルタは、上記に鑑みて考案されたもの

で、その目的とするところは、物理オブジェクトを用い
て直感的な方法でプロファイルの選択およびフィルタの
合成を行うことができるシステムと方法を提供すること
にある。 
前記のようなシステムと方法を提供することによって、

利用者の興味が非連続的に変化した場合に、容易に情報
フィルタリングシステムおよびプロファイル援用情報検
索システムを含む情報提供システムを制御して利用者の
新たな興味に適合する情報が得られるようにできる。 

４．携帯端末利用者への情報提供 
GPS 等によって取得される位置や現在時刻の情報は、携
帯端末に対する情報提供のために非常に有用な場合があ
る。その他の場合には、GPS 等によって自動取得するこ
とが困難なコンテクスト情報を利用できることが望まし
いかもしれない。以下のシナリオでは、位置や時刻以外
のコンテクスト情報を用いて利用者の満足度を高めるこ
とができる状況を描写している。 

（１）シナリオ：携帯端末を用いたビデオショッピング 
大学生の純一が帰宅中にビデオショップを訪れたとき、
財布には 1000 円しかなかったが、十分な時間はあった。
入店後ポケットから PDA を取り出し、緑色のフェースプ
レート（通称「まるみえフェース」）をカチッと装着し
た。PDA で手元のビデオパッケージを「のぞいて見る」
と、ビデオに関するたくさんの質問がリスト表示された
ので、ひとつひとつ読みながら、特に興味のある質問に
ついては回答情報も閲覧した。店内のいろいろなビデオ
を物色しながら、特に気になるビデオがいくつかあった
ので、PDA を使って「ブックマーク」しておいた。帰り



の電車の中で、マークしておいた情報を呼び出し、関連
情報などにアクセスし、他人の質問にも回答した。 

後日、ゆっくり買い物でもしようかと財布に１万円入
れて同ビデオショップへ歩いていると、向うから先生が
歩いてきた。先生は彼をゼミに招待してくれた。しかし、
ゼミはまもなく始まるのだという。純一は映画がとても
好きだったので、いずれにしてもビデオショップに行く
ことにした。時間がなかったので、ポケットから PDA を
取り出し、赤色のフェースプレート（通称「さくさくフ
ェース」）を装着した。PDA に手元のビデオパッケージ
を認識させると、ビデオの簡略な説明とプロの評論家に
よる評点のみが表示された。結局そのビデオを購入する
ことにした。 
その後、あるテレビ番組で、購入したビデオに関して

興味深い話をしていたので、個人的なメモをビデオに貼
付しておくことにした。銀色のフェースプレート（通称
「パーソナルフェース」）を装着した PDA にビデオを認
識させると過去に作成した個人的なメモがいくつか表示
された。「新規」ボタンを押して新たな個人メモ（「今
日のテレビ番組での監督のコメントによると、この映画
は完全に架空の話ではないらしい。」）を作成し、テレ
ビ番組の URL とあわせて貼付しておいた。 

（２）課題 
上のシナリオで、純一の興味や情報ニーズは様々な要因
によって（時には突然に）変化している。これらの変化
は純一の頭の中で起こるものであり、GPS 等のセンサだ
けで自動的に検出することが困難であるが、システムが
これらの変化を理解しかつ適当に処理することができた
場合、利用者に対してより良い情報サービスを提供でき
るだろう。従って、このシナリオから導かれるシステム
設計上の課題の 1 つは、利用者に明示的に興味の変化を
入力させる負担を最小化できる利用者インタフェースと、
動的な興味の変化に情報を適応させるための処理機構を
実現することである。 

５．アーキテクチャ 
前節で述べた問題点を解決するために開発された質問レ
ンズフィルタのアーキテクチャは、物理オブジェクトを
用いた直感的な操作によって、利用者自身が容易に（プ
ッシュ型およびプル型の）情報提供手段を制御すること
を可能にする。 
具体的には、フィルタの物理的表現であるオブジェク

トが携帯端末やパーソナルコンピュータ等の計算能力を
有する装置に対して提示されると、システムはこの物理
オブジェクトの識別情報を獲得し、これに基いてフィル
タの検索および合成処理を行う。以後、合成されたフィ
ルタに基いて利用者への情報提供が行われる。 

（１）スナップオン利用者プロファイル 
スナップオン利用者プロファイルは、利用者の短期的な
興味を指定するためのシステムコンポーネントであり、
必要に応じて利用者プロファイル空間に追加・削除する
ことができる。 
 図１では、スナップオン利用者プロファイル{sp1, sp2, 
…, spn}のうち、プロファイル sp2が選択され、利用者の
プロファイル空間に追加されている。利用者プロファイ
ルは属性と値の組で指定される。ただし、値には静的な
もの（例：利用者の母国語が日本語であるという事実）
と動的に更新されるもの（例：利用者の現在位置）があ
る。フィルタリングエンジン FE は、利用者のプロファ
イル空間の内容に基いて情報を配送する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ スナップオン利用者プロファイルによる動的配送 
 
プロファイル空間に複数の利用者プロファイルが含まれ
る場合、以下の方法でフィルタの合成が行われる： 

（c1と c2をそれぞれプロファイル p1と p2に含まれ
る条件オブジェクトとする。） 

I. 乗法(conjunctive)合成：c1と c2の乗法合成は、c1

と c2を両方満足した情報を選択する複合条件オ
ブジェクトを生成する。 

II. 加法(disjunctive)合成：c1と c2の加法合成は、c1

または c2を満足した情報を選択する複合条件オ
ブジェクトを生成する。 

III. 上書き合成：c2による c1の上書き合成は、c2の
みを満足した情報を選択する複合条件オブジェ
クトを生成する。 

IV. 融合：c1と c2の融合は、新しい要素 c3を生成す
る。例えば、c1が評点が 5 以上、c2が評点が 7 以
上の情報を選択する場合、c3はこれらの平均点
（6）以上の情報を選択するかもしれない。 

（２）ハードウェアの構成 
携帯端末本体には、拡張ハードウェアモジュールを着

脱することができるものを用いる。市販の PDA の多くや
携帯電話の一部はこのような拡張性を備えている。また、
携帯端末は、有線もしくは無線による通信手段によって
サーバと通信可能であることを仮定する。 
拡張ハードウェアモジュールの一種である RFID セン

サは、携帯端末からある距離範囲内にある RFID タグに
記憶された情報を読み出す。RFID タグは、マイクロチ
ップに小型のアンテナを接続したもので、マイクロチッ
プ内に情報を保持しており、RFID センサの要求に応じ
て保持された情報をセンサに送信する。RFID タグとセ
ンサの間の通信はアンテナを介して無線によって行われ
る。同様に、拡張ハードウェアモジュールであるバーコ
ードリーダは、携帯端末からある距離範囲内にあるバー
コードに印刷された情報を読み出す。 
図２～４は、フィルタの物理的表現であるオブジェク

ト（物理フィルタオブジェクト）の例を示している。 
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図２ PDA とフェースプレート 
 
図２では、携帯端末に着脱可能なフェースプレートを

システムが自動的に認識する。フェースプレートは、携
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帯端末の前面に装着する。フェースプレートは１つ以上
用意され、各フェースプレートには、表面に様々な色彩、
模様、写真、文字、テクスチャ等を用いて異なる装飾が
施される。従って、利用者は各フェースプレートを容易
に見分けることができ、また気分や目的等に応じて選択
した好みのフェースプレートを装着できる。携帯端末は、
フェースプレートに埋めこまれた識別子情報を、電気的
な接触、物理的な接触もしくは無線通信を用いて読取る
ことができる。 
例えば、拡張モジュールとして RFID センサを利用す

る場合、フェースプレート装置上の RFID タグを、無線
通信を用いて読取ることができる。なお、RFID センサ
の衝突防止機能を用いて、複数の RFID タグを同時に読
取ることが可能である。すなわち、RFID タグが埋めこ
まれたフェースプレートを携帯端末に装着した状態では、
フェースプレートの RFID タグだけでなく、同時に他の
物理オブジェクトに埋めこまれた RFID タグと通信する
ことができる。従って、後者の RFID タグに対応する物
理オブジェクトの情報を、フェースプレートの RFID タ
グの情報を用いて操作することができる。 
図３では、携帯端末を着脱することが可能なレザーケ

ースをシステムが自動的に認識し、図１のフェースプレ
ートと同様にして用いることができる。 
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図３ PDA とレザーケース 
 
図４では、バーコードと短いテキストの印刷されたカ

ードがシステムによって認識される。テキストは利用者
の記憶を補助する目的に用いられるものであり、グラフ
ィックアイコンや画像を用いることもできる。カード上
のバーコードと他の物理オブジェクト上のバーコードを
同時に読取ることはできないため、システムがあるカー
ドを認識すると、別のカードを認識するまで同じフィル
タが用いられる。 
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図４ テキストとバーコード付のカード 

（３）ソフトウェアの構成 
質問レンズフィルタでは、利用者が必要に応じて携帯端
末に特定の物理オブジェクトを認識させることで、自動
的にプロファイルの選択およびフィルタの合成を行うこ
とができる。合成されたフィルタは、利用者へ情報を提
供するための情報フィルタリングもしくはプロファイル
援用情報検索を支援するために用いられる。 
図５は質問レンズフィルタのアーキテクチャを示した

ものである。利用者の用いる情報提供サブシステムは、
情報フィルタリング、プロファイル援用情報検索を含む
情報提供機能のうち必要な機能を提供するサブシステム

である。各機能を提供するサブシステムの詳細について
は後述する。 
 利用者は、情報提供サブシステムの動作を物理オブジ
ェクトを用いて制御することが可能である。利用者は特
定の物理オブジェクトを物理的フィルタ認識モジュール
に提示する。物理的フィルタ認識モジュールはバーコー
ドリーダや RFID センサを含むセンサを用いて、提示さ
れた物理的的実体の識別子情報を獲得し、フィルタ合成
モジュールに識別子情報を送付する。フィルタ合成モジ
ュールは、識別子情報を用いてプロファイルデータベー
スの検索を行い、物理オブジェクトに対応するフィルタ
合成情報に基づいたフィルタを合成する。合成されたフ
ィルタは、情報提供サブシステムによって利用可能な状
態となる。なお、利用者は、プロファイル更新モジュー
ルを用いて、プロファイルデータベースの内容を追加、
削除、および変更することができる。 
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図５ 質問レンズフィルタのアーキテクチャ 
 
 図５の情報提供サブシステムの内部構成を図６および
図７に示す。図６および図７は、それぞれ情報フィルタ
リング機能およびプロファイル援用情報検索機能を提供
する情報提供サブシステムを示している。 
 図６の情報フィルタリング機能では、まずネットワー
ク上の情報源から情報提供サブシステムに情報オブジェ
クトが到着する。到着した情報オブジェクトはフィルタ
リングエンジンに送られ、フィルタリングエンジンは送
られてきた情報オブジェクトに現在のフィルタを適用す
る。適用するフィルタは、フィルタ合成モジュールを用
いてオンデマンドで合成してもよいが、処理効率を考慮
して、最新のフィルタを前もって合成しておき、情報提
供サブシステム内部の記憶領域（図示せず）に保存して
おいてもよい。 
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告知モジュール
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図６ 情報フィルタリング機能を提供する情報提供サ

ブシステム 
 

 フィルタを適用した結果、前記フィルタの透過条件を
満たした情報オブジェクトのみが告知モジュールに送付
される。情報オブジェクトを受取った告知モジュールは、
利用者に情報オブジェクトを出力するタイミング、量、
順序等を指定した前記フィルタの出力条件に基づいて利
用者に情報オブジェクトを配送する。 
図７のプロファイル援用情報検索機能では、まず利用



者から情報提供サブシステムに対して質問を入力する。
質問の入力方法にはテキスト入力モジュールを用いる方
法と、物理オブジェクト認識モジュールを用いる方法が
ある。テキスト入力モジュールを用いて質問を入力する
場合、利用者はペン入力機能付タッチスクリーンやキー
ボード等のテキスト入力装置を利用し、質問を入力する。
入力された質問は、検索エンジンに送付される。物理オ
ブジェクト認識モジュールを用いる場合、システムが物
理オブジェクトを認識した後、認識された物理オブジェ
クトに関連する質問を質問データベースから検索し、検
索された質問を検索エンジンに送付する。例えば、店舗
内で顧客が手元の商品のバーコードを自分の携帯端末に
備えられたバーコードリーダに提示すると、物理オブジ
ェクト認識モジュールは、バーコード番号を商品の識別
子情報として獲得し、質問管理モジュールに前記識別子
情報を送付する。質問管理モジュールは、前記識別子情
報に対応する質問を質問データベースを用いて検索し、
得られた質問を検索エンジンに送付する。 
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図７ プロファイル援用情報検索機能を提供する情報提
供サブシステム 

 
ここでは、バーコードリーダを用いて説明を行ったが、

これら以外にも RFID センサやその他の物理オブジェク
トを識別するために役立つ様々なセンサを利用すること
ができる。もちろん、識別子情報が人間にとって理解可
能な形式で表示されていれば、利用者がキーボード等に
よって識別子情報を入力することもできる。 
情報検索エンジンは、受取った質問と現在のフィルタ

を用いて検索処理を行う。すなわち、検索処理によって
得られる結果は、質問の結果のうちフィルタの透過条件
を満足するものである。利用するフィルタは、フィルタ
合成モジュールを用いてオンデマンドで合成してもよい
が、処理効率を考慮して、最新のフィルタを前もって合
成しておき、情報提供サブシステム内部の記憶領域（図
示せず）に保存しておいてもよい。 
 検索エンジンは、検索処理の結果として出力する情報
オブジェクトを、ネットワーク上の情報源から獲得し、
獲得した情報オブジェクトを結果出力モジュールに送付
する。情報オブジェクトを受取った結果出力モジュール
は、利用者に出力する情報オブジェクトの量、順序等を
指定した前記フィルタの出力条件に基づいて利用者に情
報オブジェクトを提示する。 

６．プロトタイプの実現 
以下に示すプロトタイプの機能要求は、前節で述べた

シナリオとアーキテクチャから導出されたものである。 

（１）機能要求 
a）コンテンツ制御に関する要求 

プロトタイプは、利用者プロファイルとスナップオ
ン利用者プロファイルに基いて情報を選択できなけ
ればならない。選択は、情報の内容、作成者、作成
日時、内容評価、利用コンテクスト、およびその他
の属性を用いて行われる。 

b）ユーザインタフェース制御に関する要求 
プロトタイプは、利用者の好み等に合わせた利用者
インタフェース要素を提供できなければならない。
これにより、少なくともグローバルモード、ビュー
モード、文字サイズ、サウンド設定の制御が可能で
なければならない。グローバルモードには、質問・
回答を利用するための「Q&A モード」および単純な
電子付箋紙機能を利用するための「Info モード」が
含まれる。また、ビューモードには、リストビュー
およびページビューが含まれる。 

c）フィルタ定義の更新に関する要求 
利用者は、異なるタイプの利用者プロファイルを容
易に更新できなければならない。このために、少な
くともセンサにより認識された物理フィルタオブジ
ェクトの ID を用いて自動的にプロファイル更新モ
ジュールを起動できなければならない。 

d）フィルタの合成に関する要求 
フィルタ合成モジュールは、少なくとも加法合成と
上書き合成を用いて利用者プロファイルとスナップ
オン利用者プロファイルを合成できること。 

（２）実装 
作成した物理的フィルタオブジェクトを図８および図９
に示す。図８のフェースプレートおよび図９のレザーケ
ースはいずれも PDA（Handspring™ Visor™）用に作成さ
れたものであり、ひとつひとつに RFID タグ(Inside 
Technologies PicoTag)が埋め込まれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        RFID タグ 
 
 
                             背面 
 
図８ フェースプレート 
 
 
 
 
 
 
         RFID タグ 
 
 
図９ レザーケース 
 
異なるフェースプレート（またはレザーケース）を装

着して物理オブジェクトを認識させると、これに応じて
情報内容と利用者インタフェースが適応化される。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１０ 質問レンズフィルタの利用．上下の PDA は、同

じ音楽 CD をスキャンした直後の状態である 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１１ スナップオン利用者プロファイルの編集 
 
図１０に質問レンズフィルタの利用例を示す。下の

PDA では、装着されているフェースプレートに対応する
スナップオン利用者プロファイルが適用され、他人の作
成した質問のみが全てリスト表示されている。 
 また、利用者は、図１１に示すようなインタフェース
を用いて利用者プロファイルとスナップオン利用者プロ
ファイルの編集を行うことができる。 
フィルタリング機構に用いたデータ構造の詳細につい



ては、紙面の都合上説明を省く。関係データベース中に、
利用者プロファイルの検索に必要な各種テーブルやフィ
ルタの適用結果を一時保存するためのテーブルなどが設
けられている。 
本プロトタイプは、個々のクライアント装置上にデー

タベースが存在するスマートクライアント向きに開発さ
れた。従って、無線ネットワーク等によって常時サーバ
に接続することが可能でない環境であっても、間欠的に
サーバと通信することさえできれば利用することができ
る。なお、本プロトタイプのサーバ機能は、装置上にデ
ータベースが存在しないクライアント（シンクライアン
ト）向きの質問レンズフィルタを実現する際に、そのま
ま利用できるように設計されている。 

７．携帯電話を用いた質問レンズ 
多数の利用者1に質問レンズを利用してもらうために、携
帯電話から質問レンズの基本機能群を利用できるように
した。携帯電話版のプロトタイプは、ウェブアプリケー
ションを介して携帯電話上のブラウザ（現在、i-mode, 
J-SKY, EZweb からの利用が可能）から共有データベース
にアクセスするシンクライアントとして実現されている。
なお、データベースは PDA 版と共有することができる。 
図１２は携帯電話を用いて手元の音楽 CD の情報を利

用しようとする様子を示している。プロトタイプの利用
者は、ログインしてから（もしくはゲストとしてシステ
ムを利用することを選択してから）物理オブジェクトの
ID を入力する。現在、ID として既存のバーコード番号
と独自の ID 番号ファミリー（Q コード）を利用している。
質問、回答の閲覧に加え、関連情報 URL の利用、電話に
よるコンタクト、ボランティア回答者への電子メールに
よる質問配送、回答の評価などが可能となっている。な
お、利用者の質問を「実時間」でボランティア回答者へ
届けることができ、得られた回答も同様に「実時間」で
取得することが可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１２ 携帯電話を用いた関連情報の利用 
 
 2001 年 11 月に、大学の学園祭においてプロトタイプ
を用いた小規模な利用実験を行った。企画の番号を入力
することで、展示や模擬店に関する情報の取得、質問、
感想の共有などに利用できるようにした。この経験によ
って明らかになった問題点は、その後のシステム改良に
役立っており、システムのビジネス化を検討する上で重
要と思われるヒントもいくつか得られた。 
できるだけ多くの利用者にシステムを使ってもらうた

                                                                 
1 i-mode の利用人口は急速に増加し、2001 年 8 月現在約 2689
万人（人口の 5 分の 1 近く）が所有するに至っている（なお、
i-mode に EZweb と J-SKY を加えた「ブラウザフォン」の利用
者数は 4355 万人） 

めには、特殊なハードウェアなしでシステムを使用でき
ることが重要である。このため、ID の入力は図１３に示
すようなセンサを用いた自動入力だけでなく手入力でも
行うことができる。携帯電話で質問レンズフィルタの機
能を実現するためには、図４に示したようなバーコード
（もしくは Q コード）の印刷されたカードを用いること
が可能である。質問レンズフィルタのサーバ機能は、携
帯電話上の質問レンズでもそのまま利用することができ
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１３ 携帯電話とバーコードを用いた質問レンズ 

８．まとめと今後の課題 
多数の利用者が携帯端末を用いて様々な情報を共有する
環境では、利用者に対して効果的な情報フィルタリング
サービスを提供することが必要である。本研究開発では、
利用者の非連続的に変化する興味および情報ニーズに応
じて、動的に情報提供手段を制御することのできる質問
レンズフィルタの実装を行った。また、できるだけ多く
の利用者に使ってもらえるように、携帯電話上で動作す
るシステムの実現可能性調査およびプロトタイプ開発も
行った。更に、ビジネス化を考慮した細かな機能改良も
行った。 
 ブリック＆モルタル型の店舗において本システムを利
用すれば、顧客同士の助け合いを促進することよってビ
ジネスの効率化と顧客の満足度の向上を両立できるかも
しれない。また、顧客のニーズの理解に必要な情報を収
集するために役立つ可能性もある。小売店以外にも、図
書館、博物館、家庭、学校、バス、電車、オフィス、病
院、観光など、さまざまな場面での利用が考えられる。
これらのうちいくつかについては利用シナリオの検討と
ビデオ化を行った。 
今後、利用実験等を行うとともに、プロトタイプの利

用経験に基いてシステムの拡張を行う予定である。シス
テムの運用を開始した時点にできるだけ充実したコンテ
ンツを提供できることが望ましい。このため、ネットワ
ーク上の情報資源から質問、回答、関連情報を抽出する
ための拡張モジュールを実現すべきであると考えている。
また、フィルタリング機能を更に改良するために、誰で
もプロファイルを気軽に編集できるための方法や、複数
のセンサ情報を合成して細かなフィルタリングを自動的
に行う方法も考案中である。更に、物理オブジェクトと
電子情報を点で接続するだけでなく線や面によってより
有機的に統合する枠組みについても検討していきたい。 
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